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休止していた路線の工事完
了件数

件 3 6 都市建設課

生活環境の利便性向上や安全・安
心な暮らしを維持するため、休止
していた３路線の道路整備を完了
させる

3 3 5

道路や歩道の整備の満足度
（満足、やや満足、普通の
合計）

％ 46.5 58.1
町民アン
ケート

やや不満と答えた人の半分を普通
以上にする目標

49.1 45.2 未実施

田園バスの年間の利用者数 人 20,188 22,000 都市建設課
田園バスの利便性向上により、地
域にとって望ましい公共交通の在
り方を定着させる目標

15,263 13,407 12,407

JR金ケ崎駅の一日あたりの
利用者数

人 584 610 都市建設課
各公共交通機関の連携によりJR金
ケ崎駅のターミナル化を図る目標

530 527 570

公園内事故件数 件 0 0 都市建設課
遊具等の安全点検・修繕・交換設
置等を行い、事故発生を防止する
目標

0 0 0

公園や緑地整備の満足度
（満足、やや満足、普通の
合計）

％ 53.5 62.8
町民アン
ケート

やや不満と答えた人の半分を普通
以上にする目標

63.1 56.3 未実施

木造住宅耐震化 ％ 70.0 80.0
第二期金ケ
崎町耐震改
修促進計画

岩手県に準じている 70.0 70.0 78.0

住宅建設件数（町住宅建設
資金金利負担軽減補助対象
者のうち町内企業勤務者）

件 23 30 商工観光課
町内企業勤務者の割合を5割程度に
する目標

27 17 29

空き家の除却件数（町空き
家除却補助金の交付を受け
たもの）

件／年 4 5 商工観光課 国補助の配分によるもの 5 8 6

一人１日当たりの家庭系ご
み排出量

g 388 374
金ケ崎町一
般廃棄物処
理基本計画

過去5年間の推移を施策の効果（排
出抑制）を踏まえ設定

408 414 426

不法投棄箇所数 箇所 29 24
不法投棄等
情報受付票

年2％の減少 22 30 30

除雪委託業者の維持・確保 業者 14 14 都市建設課 適正な除雪体制を維持するため 14 14 16

除雪対応の充実の満足度
（満足、やや満足、普通の
合計）

％ 45.6 57.0
町民アン
ケート

やや不満と答えた人の半分を普通
以上にする目標

28.4 23.3 未実施

上水道の有収率 ％ 83.0 87.0 上下水道課 現状値から4%ＵＰ 83.4 83.6 83.7

下水道の有収率 ％ 92.3 94.0 上下水道課 現状値から1.7%ＵＰ 89.4 91.4 89.5

上水道配水管の老朽管の5
年更新延長

ｍ － 5,200.0 上下水道課
布設からの経過年数や漏水発生の
危険性が高い管路の距離

633.4 2,907.5 1,962.0

公共下水道マンホールポン
プ 5年更新箇所

箇所 － 8 上下水道課
老朽化した管路等の長寿命化計画
に基づくマンホールポンプの更新
箇所

1 1 2

農業集落排水マンホールポ
ンプ 5年更新箇所

箇所 － 19 上下水道課
老朽化した管路等の長寿命化計画
に基づくマンホールポンプの更新
箇所

1 1 5

浄化槽設置基数 箇所 211 261 上下水道課 年１０基整備 212 217 220

二酸化炭素排出量（町事
業）

種 1,660,972.8 1,561,314.4
グリーンマ
ネジメント
プログラム

年6％の減少 1,779,332.1 1,770,876 1,450,918

自然環境が豊かであると感
じている人の割合

％ 66.1 72.0
町民アン
ケート

年1.5％の上昇 66.6 67.0 未実施

公害苦情発生件数 件 0 0
公害苦情調
査

公害（水質汚濁、騒音、悪臭）の
苦情がないこと

4 2 2

環境保全協定値遵守事業所 ％ 72.2 100
金ケ崎町田
園基本計画

協定値を遵守すること 77.1 80.0 71.4

松くい虫被害木伐倒駆除材
積

㎥ 36.56 30.00 農林課 町有林の駆除状況 32.41 11.83 19.24

適正に管理している林道の
距離

ｍ 23,656 23,656 農林課 林道の委託管理 23,656 24,623 24,623

町内の水素ステーション数 か所 0 1 -
北東北初の水素ST誘致に向けて設
定

0 0 0

電気自動車（ＥＶ）充電ス
タンド数

か所 3 4
企画財政課
及びHP

環境にやさしいエネルギーの普及
啓発を通じて充電スタンドを1か所
増加（ファミリーマート２箇所、
みどりの郷１箇所）

3 2 2

環境にやさしいエネルギー
の推進に係る関係者との協
議回数

回 0 4 企画財政課
推進に向けて4半期に1回程度の協
議まで進める目標

0 0 0

災害による死者 人 0 0 生活環境課
実績を継続し、町民の生命を守る
こと

0 0 0

自主防災組織が独自に行う
防災訓練等防災活動の実施
率

％ 25.5 100.0
自主防災組
織アンケー
ト

実災害に備え全自治会で実施する
こと

0 9.3 29.5

河道掘削工事延長 ｍ 0 1,000 都市建設課 適正な除雪体制を維持するため 0 0 237

消防団員充足率（団員数） ％ 87.0 90.0 生活環境課 消防団員定数に対する充足率 87.0 85.3 82.5

出火率（出火件数） ％ 8.96 3.42 消防年報
人口（各年１月１日現在）１万人
当たりの出火件数の割合で県内平
均と同水準を設定

3.84 7.07 7.13

無施錠被害率 ％ 0 0
地域安全
ニュース

実績を継続する 0 33 100

交通死亡事故件数 件 0 0
交通ニュー
ス

実績を継続する 0 0 1

高齢者の交通事故件数 件 18 8
交通ニュー
ス

年2件の減少 18 10 4

防犯・交通
安全

生活環境

快適で安
全・安心な
暮らしと環
境にやさし
いまち

都市基盤

防災
生活安全

居住環境

R5評価　※１

自然環境保
全

自然環境

公害対策

新エネル
ギー

防災・減
災・国土強
靭化

消防

ごみ・リサ
イクル

上下水道

雪対策

森林保全

第十一次総合計画（R3～R7）基本計画目標指標管理シート

政策 基本目標 基本施策 施策 目標指標 単位 資料 目標値設定の考え方

道路

公共交通

公園・緑地

住宅・宅地
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第十一次総合計画（R3～R7）基本計画目標指標管理シート

政策 基本目標 基本施策 施策 目標指標 単位 資料 目標値設定の考え方

乳幼児健診受診率 0 0 0

　乳児健診 ％ 100.0 100.0
子育て支援
課

受診率の維持 100.0 100.0 100.0

　1歳6か月児健診 ％ 100.0 100.0
子育て支援
課

受診率の維持 100.0 100.0 99.0

　3歳6か月児健診 ％ 99.2 100.0
子育て支援
課

受診率の向上 100.0 99.1 100.0

妊娠届出時における子育て
世代包括支援センターの周
知

％ － 100.0
子育て支援
課

すべての妊婦に周知 100.0 100.0 100.0

妊産婦支援計画作成 ％ － 100.0
子育て支援
課

すべての妊婦に作成 100.0 100.0 100.0

日常生活動作が自立してい
る期間の平均（＝「平均自
立期間」）

0 0 0

　男性 年 79.5 81.8
国保データ
ベースシス
テム

平均自立期間（要介護２以上） 80.1
79.4

(77.5～81.4)
80.2

(78.2～82.3)

　女性 年 82.7 84.7
国保データ
ベースシス
テム

平均自立期間（要介護２以上） 83.2
83.0

(80.5～85.5)
84.0

(82.4～85.6)

健幸ポイント事業への参加
者

人 161 1,220 参加申込書
つくばウエルネスリサーチが目標
達成のために必要と算出した人数

245 480 933

ゲートキーパー養成人数 人 1,210 1,700
ゲートキー
パー講座実
施報告書

ゲートキーパー講座を受講した人
数

1,305 1,383 1,433

自殺死亡率（過去10年間平
均）

30.9 15.0
保健福祉年
報

県自殺対策アクションプラン目標
値と同様の設定

18.8 17.1 17.1

地域医療 地域医療
主治医・かかりつけ医があ
ると答えた町民の割合

％ 72.9 78.2
町民アン
ケート

患者の心身の状況に応じた良質な
医療の提供

74.2 70.0 未実施

人 21 31 社協情報 ボランティア協議会の登録者数 21 24 26

団体 20 30 社協情報 ボランティア協議会の登録者数 20 16 17

避難行動要支援対象者のう
ち自治会等への情報提供に
同意した人の割合

％ 16.7 50.0
避難行動支
援者システ
ム

登録同意者数 25.5 14.0 11.5

福祉サービ
ス提供の仕
組みづくり

地域に頼れる人がいると答
えた町民の割合

％ 56.0 61.0
町民アン
ケート

サービス提供等相談体制の浸透状
況

59.0 56.2 未実施

待機児童数 人 3 0
令和2年度
実績比

保育が必要な保護者への保育環境
の整備

1 1 0

ファミリーサポートセン
ター登録人数（提供会員、
依頼会員の総数）

人 130 140 社協報告
仕事と育児が両立できる子育て環
境を整備し、育児に係る援助促進

140 142 165

放課後児童 学童保育所待機児童数 人 0 0 社協報告
学童保育所の利用を希望する児童
が全員利用できる環境整備

0 0 0

虐待通告後48時間以内の対
応による児童の安全確認

％ 100.0 100.0
子育て支援
課

虐待通告後48時間以内に児童の安
全確認（早期介入・早期対応）の
徹底

100.0 100.0 100.0

子ども家庭総合支援拠点の
設置

― 実施
子育て支援
課

R4年までに子ども家庭総合支援拠
点の設置が努力義務化されている

- 未実施 実施

生活支援 地域生活支援拠点等設置数 か所 0 1 無 障害福祉計画に定めた目標値 0 0 0

障がい福祉サービスから一
般就労への移行者数（年
間）

人 1 2
事業所モニ
タリング報
告書

過去実績に基づき、増加見込みを
追加し算定

2 0 0

保育所等訪問支援事業所の
設置か所数

か所 0 1 県登録情報 障害福祉計画に定めた目標値 0 0 0

老人クラブの団体数 団体 29 29 老連情報 団体数を減らさない 29 26 22

シルバー人材センターの受
託件数

件 868 1,079
シルバー報
告書

シルバー人材センターの目標数値 868 924 781

介護予防 要介護認定率 ％ 16.2 16.5 介護月報
高齢化が進む中で伸び率を最小限
に抑えた数値

15.9 16.7 16.1

生活支援サポーター数 人 53 100
修了証交付
起案

年間１０名程度育成した数値 60 68 75

民間事業者による配食サー
ビス参画

事業者 1 2 協定書写
現時点で少しでも可能性のある企
業数

1 1 1

介護職員就職支援助成金の
交付人数（累計）

人 24 84
交付決定起
案

年間１２名程度交付した数値 38 49 51

認知症サポーター養成講座
受講者数

人 2,569 3,506
講座開催報
告書

これまでの実績の年平均×５年 3,006 3,057 3,130

オレンジカフェ実施か所数 か所 11 33 社協報告書 社協の目標数値 17 33 34

健康づくり

こころの健
康

福祉を支え
る人づく
り・環境づ
くり

認知症対策

母子保健

子育て支援

障がい者福
祉

高齢者福祉

健康福祉
いきいきと
健やかに暮
らせるまち

健康増進

地域福祉

児童福祉

児童虐待防
止

社会参加支
援

ボランティア登録者数

高齢者の社
会参加支援

地域包括ケ
アシステム
の強化
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第十一次総合計画（R3～R7）基本計画目標指標管理シート

政策 基本目標 基本施策 施策 目標指標 単位 資料 目標値設定の考え方

地域農業マスタープランの
見直し

回／年 1 1 農林課
地域農業マスタープランの毎年１
回の見直し

1 1 1

農業振興地域の見直し ― 実施 農林課 ５年に１度の定期見直しの実施 実施 - -

遊休農地面積 ha 14.2 8 農業委員会

金ケ崎町農業委員会「農地等の利
用の最適化の推進に関する指針」
（R2.8策定、H29より3年毎に策定
しているもの）の目標に基づき設
定

13.7 9.6 7.3

遊休農地面積 ha 14.2 8 農業委員会

金ケ崎町農業委員会「農地等の利
用の最適化の推進に関する指針」
（R2.8策定、H29より3年毎に策定
しているもの）の目標に基づき設
定

13.7 9.6 7.3

個人から法人経営へ移行し
た法人数（累計）

法人 ― 5 農林課

農業法人化した経営体数（５年間
の累計）。経営の安定化と事業継
承の安定化を目指して法人化を目
指すもの。

0 0 0

新たに従業員を雇用した農
業法人数（累計）

法人 ― 2 農林課

町内法人で世襲ではなく員外から
従業員を雇用した法人数（５年間
の累計）。法人の経営を持続可能
とするために員外からの雇用を目
指すもの

2 0 0

主食用生産目安に対する作
付率

％ 96.3 100.0 農林課 主食用米生産目安を目標に設定 99.7 98.2 98.5

重点推進作物（アスパラガ
ス、きゅうり、ピーマン）
の10a当たりの販売額

円/10a 405,015 420,000 農林課
10ａあたり販売額を現状値より
3.7％の増に目標設定

430,581 445,285 313,941

アスパラガス単収 kg/10a 152 170 農林課 単収１割強増に目標設定 152 106 209

乳用牛飼養頭数 頭 2,587 2,587
JA総代会資
料より

後継者不足による酪農家数減少の
一方で機械化による１経営体あた
りの飼養頭数が増加を見込んで目
標設定

2,560 2,415 2,348

生乳販売量 トン 12,703 13,000
JA酪農担当
からの資料
提供

飼養技術向上による１頭当たりの
生産量増加を見込んで目標設定

16,483 12,425 11,122

上場牛肉上物率 ％ 84.4 87.0

ＪＡ畜産担
当からの提
供資料（暦
年数値）

飼養技術向上を見込んで目標設定
（枝肉価格は社会情勢に大きく左
右されるため)

94.6 96.8 96.7

南部茅生産面積 ｈａ 12.3 12.3

茅場うち実
際に販売す
る茅を生産
している西
1区画の面
積

適切な管理により現在の面積を維
持する

12.3 12.3 12.3

産地直売施設売上額 千円 115,952 118,000
2産直の総
会資料の決
算

各産直で策定している計画では売
上額増加としており、その増加を
令和7年まで継続した場合の数値で
設定

118,767 102,891 99,386

町民菜園パークの利用者数 人 1,653 2,000

農林課（指
定管理者か
らの実績報
告者によ
る）

指定管理者において実施する自主
事業により利用者の増加を見込む
ため

1,598 990 1,504

乳製品の加工販売店舗数 店舗 2 2 農林課
カウベルと牧草の丘の経営の継続
を目指すもの

2 2 2

鳥獣被害対策実施隊員数 名 14 20 農林課
金ケ崎町鳥獣被害対策実施隊設置
規則の隊員定数

13 14 12

新規基盤整備事業の採択
（累計）

地区 ― 2 農林課 県営事業の採択数 2 0 0

多面的機能支払交付金事業
実施面積

ｈａ 3,099 3,200 農林課 活動組織の増加 3,108 3,159 3,194

製造品出荷額等　※２ 億円 6,123 6,500
経済産業省
「工業統計
調査」

この5年間は右肩上がりを想定（施
策で上げる）して設定。

6,123 5,911 5,629

従業者数　※２ 人 5,805 6,000
経済産業省
「工業統計
調査」

この5年間は右肩上がりを想定（施
策で上げる）して設定。

5,805 6,168 6,336

製造品出荷額等　※２ 億円 6,123 6,500
経済産業省
「工業統計
調査」

この5年間は右肩上がりを想定（施
策で上げる）して設定。

6,123 5,911 5,629

誘致企業数（累計） 社 41 46 企業調査 １年あたり１社誘致を目標 41 41 42

創業支援による創業件数 件/年 3 4 商工観光課
年間創業者数４件（創業支援等事
業計画（～R7年度）の年間目標数
に同じ）

1 5 3

年間商品販売額　※３ 千万円 3,005 3,010

経済産業省
「商業統計
調査」、総
務省経済産
業省「経済
センサス活
動調査」

維持・微増として目標設定 3005 3,005 3,823

卸売業・小売業の事業所数
※３

事業所 108 110

経済産業省
「商業統計
調査」、総
務省経済産
業省「経済
センサス活
動調査」

維持・微増として目標設定 108 121 107

観光
観光資源の
活用

観光客入込数 人 329,140 340,000 商工観光課
R3～回復、東北DC効果を見越して
目標設定

213,844 205,647 193,977

新規高卒者の県内地元就職
率

％ 67.4 68.0
水沢公共職
業安定所調
査

維持・微増として目標設定 76.4 78.3 78.8

第2次・第3次産業就業人数 人 6,823 6,900 国勢調査 維持・微増として目標設定 7,687 7,687 7,687

ＩＬＣ
ＩＬＣの誘
致

町民に向けた周知の機会
（講演会、広報等）（累
計）

回 ― 5 年1件以上実施 0 1 2

工業

企業支援

企業誘致

農業従事者
の確保

所得の向上

生産基盤の
整備

農地利用の
最適化

商業支援

雇用
雇用・就労
支援

産業
産業の振興
で活力のあ
るまち

商業

農業



現状値
（R1年度）

目標値
（R7年度）

参考値
（R2年度）

R3年度
実績値

R4年度
実績値

R5年度
実績値

R6年度
実績値

R7年度
実績値

進捗率

Ａ Ｂ
R5評価　※１

第十一次総合計画（R3～R7）基本計画目標指標管理シート

政策 基本目標 基本施策 施策 目標指標 単位 資料 目標値設定の考え方

幼稚園教育
幼保連携事業（合同研修
等）の実施

回 1 2
令和2年度
実績比

幼保が連携し情報共有や課題解決
を行う機会を増やす

2 2 2

学習定着度状況調査県平均
点数差

点 -2.5 県平均点以上
学習定着度
状況調査

県平均点との差で比較（平均点は
非公開のため、点数差で目標設定
する）

-

<小５>
　国語+2.2
　算数+1.0

<中２>
　国語-3.6
　数学+6.3

<小５>
　国語+2.7
　算数+8.2

<中２>
　国語-1.5
　数学-3.8

体力運動能力テスト全国平
均指数比較（※全国平均を
100とする。）

100 全国平均以上
体力運動能
力テスト

全国平均を100として比較（平均数
値は非公開のため、差で目標設定
する）

-

ｼｬﾄﾙﾗﾝ
<小５>

　男子-4.3
　女子-0.7

<中２>
　男子-2.6
　女子-1.7

ｼｬﾄﾙﾗﾝ
<小５>

　男子+10.61
　女子+12.97

<中２>
　男子+8.86
　女子+1.34

学校以外の学習時間平日2
時間以上の割合県平均比較

％ -6 県平均以上
学習定着度
状況調査

望ましい学習習慣の定着 ＋4

<小５>
　+6

<中２>
　+14

<小５>
　+3

<中２>
　+12

英検ＩＢＡ（中2受検）県
平均点数差

点 +1 県平均点以上 英検IBA 県内で統一して実施するテスト +2 +17.4 +19.7

中学校卒業時英検3級相当
者割合県平均比較

県平均同等 県平均以上
英語授業改
善方策シー
ト

英語学習への意欲向上 - -2.6% +12.9%

特別支援教
育

特別支援学級のうち特別支
援教育に係る校内研修を実
施した割合

％ 81.3 100.0
特別支援教
育にかかる
校内研

校内研修を行い、教職員のスキル
アップを図る

46.7 83.3 83.3

ふるさと教
育

地域と学校のコミュニ
ティ・スクール活動

1学校年2回 1学校年3回以上
令和2年度
実績比

地域と学校の連携機会を増やす 平均2.7回 2.5回 2.8回

生涯教育
講座等の開催数（中央及び
地区センター）

回 180 180
令和元年度
実績

数値は現状維持とし、自主的な学
習につながるよう、事業内容と効
果検証を重視する

97 148 185

町内体育施設年間利用者数
（文化体育館、町民運動
場、各地区センター、森山
総合公園）

人 196,531 200,000
令和元年度
実績

直近の利用者数の増加を基に今後
も増加することを想定し設定。

114,535 87,649 128,876

成人の週1回以上のスポー
ツ実施率

％ 65.7 67.0

県民のス
ポーツ実施
状況調査よ
り

直近のスポーツ実施率の増加を基
に今後も増加することを想定し設
定。

62.5 71.6 73.3

町民一人当たり貸出冊数 冊 6.4 6.5 実績報告書 利用実績の増加 6.6 6.0 6.1

エミリィ・ディキンスン企
画展来館者数

人 7,250 8,000 実績報告書 展示期間の来館者増加 12,200 18,694 5,093

指定・登録文化財数（無形
民俗文化財を除く）

件 38 38
金ケ崎町文
化財ガイド
ブック

現在登録されている数を精査する
とともに、現状の登録数を維持を
目指す

38 38 38

文化財施設への来館者数
（白糸まちなみ交流館、旧
大沼家、旧坂本家、歴史
館、千田正記念館、軍馬の
郷）

人 15,736 16,500 ―

コロナ禍の影響もあるが利用者数
が減少傾向にあることから、文化
財価値の周知を行い利用者増を図
る。（H28：16,006　H29:15,779
H30:16,954）

7,278 8,919 10,950

企画展、学習会等の開催 回 7 10 ―
町民への文化財価値の啓発のため
開催を増（企画展2回、学習会8
回）

7 2 3

郷土文化の
継承

指定無形民俗文化財数 件 15 15
金ケ崎町文
化財ガイド
ブック

現在登録されている数を精査する
とともに、現状の登録数を維持を
目指す

15 15 15

男女共同参
画の推進

社会全体として男女の地域
が平等であると感じている
人の割合

％ 10.88 16.32
令和２年度
アンケート

10.88％×1.5倍＝16.32％
現状値から１年度に10％を改善

中間見直し時
に調査

未実施 未実施

連携したまちづくりや地域
づくりが行われていると感
じている町民の割合

％ 38.8 45.6
町民アン
ケート

町民アンケートで「どちらかとい
えば感じていない」と答えた町民
の50％相当を増加

45.2 42.1 未実施

新しいことへチャレンジす
る環境の満足度（満足、や
や満足、普通）

％ 36.6 41.4
町民アン
ケート

町民アンケートで「やや不満」と
答えた町民の50％相当を増加

37.1 40.4 未実施

国際交流に親しむ事業に参
加した人数

人 1,023 1,100 なし
令和元年度実績の７.5%の上昇を目
標とした

599 343 329

国際交流事業数 事業 20 22 なし
令和元年度実績の10%の上昇を目標
とした

9 10 19

将来負担比率 9.4 9.0 - - -

実質公債費比率 14.4 14.0 13.8 13.2 12.3

財政調整基金及び公共施設
維持整備基金の残高（財
調）

億円 20.7 7.5
不測の事態（税収変動、災害対
応）に備え7.5億円を確保するも
の。

21.1 21.6 23.7

財政調整基金及び公共施設
維持整備基金の残高（公
共）

億円 5.0 3.0
公共施設の老朽化に対応するため1
億円/年を基金からの繰入を見込む

3.5 5.0 6.0

家屋全棟調査の実施割合 ％ 0 100 21.4 33.3 39.7

行政サービ
ス

行政サービスの向上に係る
業務改善新規実施件数（累
計）

件 - 10 企画財政課 年2件以上新規実施 2 1 2

定住自立圏による連携事業
数

事業 24 30 企画財政課 年1事業以上新たに実施 26 29 35

民間活力を活用した新規事
業数（指定管理、民間委託
（調査業務を除く）、ＰＦ
Ｉなど）

事業 - 3 企画財政課 2年に1事業程度新規実施 0 0 0

標準化システムの新規導入
件数

件 - 15

P8参照　地
方自治体業
務プロセ
ス・情報シ
ステム標準
化の取組に
ついて

国の工程表において「2025年度ま
でに標準化のための基準に適合し
たシステム（標準準拠システム）
への移行を目指すことを検討」し
ている基幹系17業務のうち、生活
保護及び児童扶養手当を除く15業
務

- - 1

ＩＣＴを活用した業務の効
率化に係る業務改善新規実
施件数

件 - 5 企画財政課 年1件以上実施 2 3 4

地域協働の
推進

課題解決を目的とした各種
団体との話し合いの回数

回 13 13 なし
令和元年度実績報告書記載の会議
実績回数と同数を設定。

4 2 1

地域づくり
に関わる組
織・団体に
対する支援

地域活動を行う新たなコ
ミュニティの数（5か年の
合計）

団体 - 6 なし
各生活圏から１件の地域活動団体
発足を支援。

7 1 1

ホームページの閲覧数（一
月平均）

17,215 30,000
HP閲覧数実
績及び目標
値

平成30年１月15日のホームページ
リニューアル後のトップページ閲
覧数として伸び率15％及び上限値
を設けて積算

19,262 20,155 17,759

役場から必要な情報がわか
りやすく提供されていると
感じている町民の割合

％ 50.4 58.6
町民アン
ケート

町民アンケートで「やや不満」と
答えた町民の50％相当を増加

59.0 57.5 未実施

※各年度の実績値は、実績報告書調製時点で把握できる最新の数値を用いています。

※１　R5評価

Ａ順調：達成率60％以上（3年目／5か年）

Ｂ概ね順調：達成率48％以上（60％×0.8）

Ｃやや遅れている：達成率36％以上（60％×0.6）

Ｄ遅れている：達成率36％未満

※２　製造品出荷額、従業員数

工業統計調査における市区町村別産業中分類別統計表（金ケ崎町）、経済センサス活動調査における市区町村別統計表（金ケ崎町）

現状値（R1年度）：2019年工業統計調査確定値

Ｒ4年度実績値：令和３年経済センサス活動調査確定値

※３　年間商品販売額、卸売業・小売業の事業所数

経済センサス活動調査における事業所に関する集計－産業別集計－卸売業，小売業に関する集計－産業編（金ケ崎町）

現状値（R1年度）：平成28年経済センサス活動調査確定値

Ｒ4年度実績値：令和３年経済センサス活動調査確定値

共生社会
多様な人材
の活躍推進

国際理解

政策を推進するための視点

広域連携・
官民連携

情報発信・
共有

英語教育

行政経営

財政基盤・
経営力の強
化

スマート自
治体

地域経営

歴史・文化

文化財の保
存と活用

教育文化

未来へつな
がる豊かな
心を育てる
まち

学校教育

義務教育

生涯教育
生涯スポー
ツ

読書活動

将来負担の公平性を考慮しなが
ら、プライマリーバランスの黒字
を維持する。

決算書

健全化判断
比率


